



The plan of “Kyoraku Bijutsu Kwan” elaborated 
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　　By now the name of ‘BrangwynMuseum’ had been dropped and
substitutedwith ‘KyorakuBijutsuKwan’，or ‘Sheer PleasureArts
Pavilion’，becauseMatsukata haddecided that his collectionwas so
diversethatitwouldbeunfairtonamethemuseumafteronlyoneofthe
artists represented．Though the translationgives thenamea fulsome
ring，in itsown tongue it isdignifiedaswell asdemocratic in spirit．
（RodneyBrangwyn，BRANGWYN，London,1978, p.213）
　　　幸次郎は彼の作品を多く購入し、美術館の設計も依頼した。上に引用した伝記
の一節によれば、美術館は当初、Brangwyn?Museumという名称になる予定だっ
た。しかし、幸次郎のコレクションの内容は多様になり、特定の芸術家の個人
名を冠するのは必ずしもふさわしくなくなったため、「共楽美術館」あるいは
SheerPleasureArtsPavilionという名称に変えた、という。いささか風変わ
りであるが、原語（日本語）と英訳との間にある意味のズレについては下線部
に示されており、「共楽」という語にはdemocraticというニュアンスだけでなく、
dignifiedというニュアンスもあるので、sheerと訳されたものと考えられてい
るようである。
（56）　松方三郎『遠き近き』1951年、龍星閣、248頁。「印象派のモネーを動かした浮
世絵――松方幸次郎氏語る」というタイトルの毎日新聞の記事。1929年頃のも
のだという。
（57）　WESTERNARTFORJAPAN，The Times,1921,October6,p.8．ちなみに、
引用部分にもある、「共楽美術館」という文字が書かれた坂の上の見事なボー
ドは、麻布にあったと言われている（「東京麻布の仙台坂上のあたりに長いこ
と「共楽美術館用地」という立札が立っていたことは、今でも多くの人々が記
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憶に止めている」高階秀爾編『近代の美術2松方コレクション』1971年、至文堂、
34頁）。この記事に署名はないが、特派員より、との但し書きがついているので、
実際に見たのであろう。
（58）　前掲註（30）論文、28頁。
（59）　前掲註（30）論文、38頁の註37にリストアップされている。
（60）　前掲註（30）論文、38頁、註45。
（61）　前掲註（57）に同じ。
（62）　The?Timesのこの部分を根拠として、「海外に向けては、日本人がけっして「本
来的には軍国主義的ではなく、むしろその伝統は芸術と平和を愛するものであ
る」ことを示したいという意図もあったようである」とし、幸次郎が「美術を
国家的視野でとらえていたことは十分に考えられる」（大屋美那「ヴェネツィ
ア、ヘント、パリ――共楽美術館設計に向かって」大屋美那・読売新聞東京本
社文化事業部編『フランク・ブラングィン展』読売新聞東京本社、2010年、72
頁）とする指摘もある。
（63）　岡田啓介著・岡田貞寛編『岡田啓介回顧録』［改版］中公文庫、2015年、50-51頁。
（64）　吉田茂『回想十年』（上）［改版］中公文庫、2014年、461頁。
（65）　林権助『わが七十年を語る』第一書房、1935年、418-420頁。
（66）　前掲註（64）書、461頁。
（67）　前掲註（64）書、461頁。
（68）　松方幸次郎「浮世絵について」前掲註（43）書、976頁。
（69）　岡田友次「松方さんとブラングイン」前掲註（43）書、977頁。
（70）　新修神戸市史編集委員会編『新修神戸市史産業経済編Ⅳ総論』2014年、120頁。
（71）　「聚楽第行幸記」『群書類従』第三輯帝王部、巻41、刊本616頁。
（72）　前掲註（54）論文、131頁。
（73）　増子保志「彩管報国と戦争美術展覧会――戦争と美術（3）」『日本大学大学院
総合社会情報研究科紀要』7､ 2007年。
（74）　石井柏亭編『国民美術協会略史』国民美術協会、1930年、3頁。
（75）　前掲註（74）書、2頁。
（76）　清水唯一朗「国民を動員せよ――国策グラフ誌『写真週報の誕生』」（玉井清編
『『写真週報』とその時代――戦時日本の国民生活』（上）、慶應義塾大学出版会、
2017年）2頁。
（77）　情報局編『写真週報』第298号（1943年11月17日号）、3頁。
（78）　前掲註（1）論文。
（本学非常勤講師）
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